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の
皆
さ
ん
の
、

㎜
た
め
次
に
よ
り

㎜
い
た
し
ま
す
。

㎜
日
ま
で
に
、

㎜
み
く
だ
さ
い
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季
節
移
動
労
働
者

技
能
講
習
会
の
実

施

安
塚
職
安
で
は
、
季
節
移
動
労
働
者

　
　
　
　
　
技
能
の
向
上
を
は
か
る

　
　
　
　
　
、
技
能
講
習
会
を
実
施

　
　
　
　
　
ご
希
望
の
方
は
八
月
十

　
　
　
璽

　
　
　
　
各
町
村
職
業
係
へ
お
申
込

　
　
　
　
O

　
　
　
コ
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集

㎜
□
講
習
種
目
お
よ
び
人
員

　
　
○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
…
…
三
十
名

㎜
□
講
習
会
実
施
時
期
お
よ
び
会
場

　
　
○
八
月
下
旬
か
、
九
月
上
旬
で
四
日

　
　
問
位
。

　
O
上
越
南
職
安
安
塚
出
張
所
で
実
施

□
受
講
費
用

　
○
講
習
会
に
係
る
資
料
代
、
諸
費
用

　
　
は
無
料
。通

勤
常
用
就
職

コ
！
ナ
：
の
ご
案
内

　
上
越
南
職
安
安
塚
出
張
所
、
松
之
山

町
、
松
代
町
に
「
通
勤
常
用
就
職
者
コ

ー
ナ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
通

勤
範
囲
内
で
常
用
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
安
塚
職
安
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

｝
醐
、
ノ

霧
灘

　
　
毎
年
コ
ン
ス
タ

、犠＿＿ノ

E型稼叢蕪コ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
に
、
今
年
も
昨

年
も
良
か
っ
た
の
い
う
出
稼
は
な
か
な

か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
、
最
初
に
波

を
受
け
る
の
が
出
稼
者
と
な
り
ま
す
。

　
今
秋
の
出
稼
も
、
自
動
車
関
連
、
繊

維
関
係
、
電
気
関
係
の
産
業
等
が
経
済

変
動
の
影
響
を
受
け
、
求
人
の
減
少
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
ど
う
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
出
稼
の
皆
さ
ん
も
人
間
的

な
生
活
を
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
た

び
か
さ
な
る
リ
ー
ダ
i
会
議
で
話
さ
れ

た
事
柄
に
つ
い
て
、
会
社
側
か
ら
実
行

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
要
請
文
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
ハ
労
働
災
害

の
労
災
六
割
に
と
ど
ま
ら
ず
四
割
を
会

社
で
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
正
月

帰
省
の
旅
費
お
よ
び
お
餅
代
の
支
給
、

ま
た
中
間
帰
省
の
有
給
問
題
と
主
に
こ

の
三
点
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　
雇
用
保
険
法
案
は
廃
案
と
な
り
ま
し

た
が
、
先
の
失
業
保
険
法
の
改
正
で
満

六
ヵ
月
に
改
正
さ
れ
た
の
は
生
き
て
い

ま
す
の
で
、
来
秋
か
ら
の
適
用
と
な
り

ま
す
。
今
後
出
稼
に
つ
い
て
は
、
な
か

な
か
容
易
な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

援
護
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
ま

す
ま
す
強
化
し
て
行
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
係
）

　
　
健
康
メ
モ

健
康
診
断
「
健
康
を
確
か
め
て
安

心
し
よ
う
。
自
覚
症
状
の
あ
る
、
な
し

　
　
　
　
　
　
　
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
定
期
的
に
健
康
状

　
　
　
　
　
　
　
態
を
チ
エ
ヅ
ク
し

　
　
　
　
　
　
　
て
も
ら
う
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
健
康
診
断
と
い
い

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
体
の
健

　
　
　
　
　
　
　
康
管
理
は
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
自
身
が
責
任
者
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
べ
き
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

　
　
　
　
　
　
　
機
会
に
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
る
定
期
の
健
康
診

●●
●
￥

　●9

）

断
は
、
積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
四
十
才
を
す
ぎ
た
ら
、

年
に
一
回
な
り
、
せ
め
て
二
～
三
年
に

一
回
は
、
人
間
ド
ッ
ク
式
の
く
わ
し
い

身
体
検
査
を
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

　
自
覚
症
を
利
用
し
た
自
己
の
健
康
診

断
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
一
応
の
め
や
す
で
あ
っ
て
、

正
確
な
診
断
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
医

師
の
診
断
が
必
要
か
ど
う
か
判
断
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
に
で
や
す
い
症
状

■
次
の
症
状
が
し
ば
ら
く
つ
づ
く
。

○
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
。
○
息
切
れ
。

○
心
臓
部
の
痛
み
。
○
頭
痛
。
○
め
ま

い
。
○
耳
な
り
。

■
過
激
な
仕
事
で
な
く
て
も
次
の
症
状

が
出
る
。

○
肩
こ
り
。
○
首
す
じ
が
張
る
。
○
脈

が
乱
れ
る
。
○
手
足
が
む
く
む
。

■
そ
の
ほ
か
の
症
状

○
こ
う
ふ
ん
し
や
す
い
。
○
夜
間
二
回

以
上
、
小
水
に
お
き
る
。
○
眠
れ
な
い

晩
が
多
い
。

胃
、
十
二
指
腸
か
い
よ
う

に
出
や
す
い
症
状

○
胃
病
、
食
後
や
空
腹
時
に
痛
む
。
○

胸
や
け
、
す
っ
ば
い
水
が
あ
が
っ
て
く

る
。
○
黒
い
便
が
と
ぎ
ど
ぎ
出
る
。
O

食
欲
は
あ
る
が
、
食
べ
る
と
す
ぐ
腹
一

杯
に
な
る
。
○
食
事
の
好
み
が
変
る
。

○
も
の
が
つ
か
え
る
感
じ
が
す
る
。
○

全
身
に
だ
る
い
感
じ
が
あ
り
体
重
が
へ

る
。

糖
尿
病
に
で
や
す
い
症
状

○
食
欲
が
増
し
、
こ
と
に
甘
い
も
の
が

欲
し
く
な
る
。
○
の
ど
が
非
常
に
か
わ

く
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
疲
れ
や
す
い
。

○
尿
量
が
多
い
、
尿
が
甘
す
っ
ぱ
い
に

お
い
が
す
る
。
○
お
で
ぎ
が
出
き
や
す

く
な
か
な
か
な
お
ら
な
い
。
○
頭
が
重

く
判
断
が
に
ぶ
る
。
○
眼
の
つ
か
れ
が

は
げ
し
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
保
健
婦

　
　
　
　
　
－
：
○
　
O
　
O
：
－
：
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蕨
揚
藷
灘
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1
失
効
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
ー

　
も
う
一
度
”
免
許
証
の
有
効
期
限
”

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▽
免
許
証
の
有
効
期
限
は
、
あ
な
た
の

　
免
許
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
【
年
月

　
日
」
ま
で
で
す
。

▽
有
効
期
限
が
、
誕
生
日
で
な
い
免
許

　
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
免
許
証

　
を
更
新
し
て
、
初
め
て
誕
生
日
が
、

　
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

▽
こ
の
こ
と
を
誤
解
し
て
、
有
効
期
限

　が、

自
動
的
に
誕
生
日
に
な
る
と
思

　
っ
て
い
る
と
、
　
「
免
許
を
失
効
」
さ

　
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町外にお出か

けのさいも

町のたばこを

聾
　　　　買いま

　　　　しょう。

菰鐵

口発行／

慰談く

　
　
　
乗
募
に
さ
よ
う
参
》

10月9日大厳寺
の閉牧式がおこ

れ、14｛願の牛

をおりましたo

　人口のうごき

　　　　10月1日現
　（）内は前月と比蓼

総数6，212人（一2
　男　3，031人（
　女　　3，181人（一2
世帯数1，619　（一3

　出生6人　死亡6人
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畜
認

趣
う
欝

　
九
月
二
七
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
定

例
会
で
、
昭
和
四
八
年
度
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
町
の
家
計
簿
の
内
容
を
グ
ラ
フ

で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
才
入
総
額
八
億
二

千
五
百
七
四
万
円
、
才
出
総
額
八
億
二

千
三
百
三
四
万
円
と
な
り
、
こ
れ
を
差

し
引
い
た
二
百
四
〇
万
円
が
、
四
九
年

度
に
繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

　
才
出
の
お
も
な
内
容
は
、
学
校
建
設

町
道
の
改
良
、
舗
装
、
農
地
の
干
害
災

害
復
旧
費
な
ど
を
す
す
め
る
う
え
に
、

支
出
さ
れ
た
額
が
全
体
の
四
七
・
八
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
住
み

よ
い
町
づ
く
り
へ
、
い
っ
そ
う
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地方交付税
3億9，317万円
　（47．6％）

町　　債
1億4，780万円
　　（17．9％）

県支出金
1億690万円（13％）

国庫支出金5，896万円（7．2％）

町 4，711万円（5．7％）

その他7，179万円（8．6％）

歳入合計8億2，573万円

0

　　こう倉つていま憲

昭和48年度（蒋尉盆群）決算

1，369万円（1．7％

1，481〃　（1．8％

　552〃　（0．7％

1，066〃　（1．3％

2，402〃　（2，9％

2，653　〃　　（3．2　％

園

町民税
14，782千円
（2、383円）

消
千
　
・

こ
鱒
＞

ま
6
円
％

　
7
7
4

た
8
β
8

民生費

8，500万円
（10．3％）

総務費

8，878万円
（10．8％）

固定資産税
16，038千円
（2，586円）、

緊
鷺

繋
陥

鞭
懸
　入湯税

（）内は町民1人当り税負担額

歳出合計8億2，334万円

議会費

衛生費

労働費
商工費
消防費
諸支出金

酌”1鱒㎝111㎜1雌開IIII㎜鱒駒㈲駒・鮒mコーホーまつのやま　49．10．15。髄II㎜鱒醐鱒胤”1
㎜腸鱒旧騨㎜剥

礪繍■劇閣噸L3

”・
の

道路整備

218．129千円

教育施設整備
99，867千円

60，573千円

59，454〃

52．117〃

額
額
額

算
済
済

　
入
出

壬
収
支

その他4，521千円（1．1％）

　　　　　　総額413，371千1

碗，687千円

21，717〃

43．006〃

予算額
収入済額
支出済額

23，540千円

22，344〃

22．260〃

額
額
額

算
済
済

　
入
出

予
収
支

413，371千円（現在高）
　　　　　　　　その他16，885千円（4．1％

F％
13．〔借入先別

87，902千円

65，413〃

“．1桝〃

予算額
収入済額
支出済額

82．0％

大蔵省資金
339，052千円

講，霧

663千円

935〃
244ψ

651千円

771〃
533〃

予算額
収入済額
支出済額

予算額
収入済額
支出済額

府
■

24，248千円

23，678〃

23．678〃

予算額
収入済額
支出済額

町債とは、町が大きな建設事業などをするために

した借金であります。　（内訳は上記グラフ）

罵
騒
霧
霧
騒
騙
覇

3，070千円

　
　
　
　
　
砂

灘覇
　304．573．85㎡

　　ロロロロ

鑓騨
蟻脚

識
｝
、
饗

　
　
、
　
、

584．575．20m2

ち

のの

．
台
1

　
／

合
4

金
／

　
惣
も

ろ
ス

顎
。

戴

ムロ

　
／

151．689．73m2が

　
　
　
y
7

●
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教育施設整備
99，867千円

60，573千円

59，454〃

52．117〃

額
額
額

算
済
済

　
入
出

壬
収
支

その他4，521千円（1．1％）

　　　　　　総額413，371千1

碗，687千円

21，717〃

43．006〃

予算額
収入済額
支出済額

23，540千円

22，344〃

22．260〃

額
額
額

算
済
済

　
入
出

予
収
支

413，371千円（現在高）
　　　　　　　　その他16，885千円（4．1％

F％
13．〔借入先別

87，902千円

65，413〃

“．1桝〃

予算額
収入済額
支出済額

82．0％

大蔵省資金
339，052千円

講，霧

663千円

935〃
244ψ

651千円

771〃
533〃

予算額
収入済額
支出済額

予算額
収入済額
支出済額

府
■

24，248千円

23，678〃

23．678〃

予算額
収入済額
支出済額

町債とは、町が大きな建設事業などをするために

した借金であります。　（内訳は上記グラフ）

罵
騒
霧
霧
騒
騙
覇

3，070千円

　
　
　
　
　
砂

灘覇
　304．573．85㎡

　　ロロロロ

鑓騨
蟻脚

識
｝
、
饗

　
　
、
　
、

584．575．20m2

ち

のの

．
台
1

　
／

合
4

金
／

　
惣
も

ろ
ス

顎
。

戴

ムロ

　
／

151．689．73m2が

　
　
　
y
7

●
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I
o
o
o
り
F
I

擁
療
費
値
よ

ー
縮
μ
上
げ
繭
掴
ぱ
ノ
ン
ハ
％

　
　
　
　
　
往
診
縛
氏
四
倍
K
ー

　
医
療
費
は
こ
の
十
月
一
日
か
ら
一
六
％
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
二
月
に
一
七
・
五
％
の
値
上
げ
が
あ

っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、
今
年
に
な
っ
て
二
度
目
の

値
上
げ
と
な
り
、
通
算
で
三
六
・
三
％
と
い
う
大
幅

な
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
値
上
げ
の
理
由
は
、
一
般
物
価
の
値
上
が

り
に
伴
う
医
療
機
関
の
経
営
危
機
打
開
の
た
め
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ
れ

に
し
て
も
こ
の
大
幅
な
値
上
げ
は
、
既
に
か
な
り
深

刻
な
状
態
に
あ
る
国
民
健
康
保
険
の
財
政
に
と
っ
て

き
わ
め
て
大
き
な
打
撃
で
あ
り
ま
す
。

　
値
上
げ
の
主
な
内
容
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

★
往
診
料

　
往
診
料
は
い
ま
ま
で
の
約
四
倍
の
値
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
ニ
キ
ロ
ま
で
の
三
七
〇
円
が
一
五
〇
〇
円

に
、
ニ
キ
・
増
す
ご
と
に
一
六
〇
円
が
七
〇
〇
円
に

な
り
ま
す
。

★
再
診
料

　
再
診
料
は
乙
表
（
主
に
開
業
医
、
県
立
病
院
、
診

療
所
な
ど
で
採
用
し
て
い
る
料
金
表
）
の
場
合
は
い

ま
ま
で
の
一
五
〇
円
（
今
年
二
月
ま
で
は
五
〇
円
）

が
三
〇
〇
円
と
倍
に
な
り
ま
す
。

　
内
科
の
場
合
は
こ
れ
に
加
算
が
つ
い
て
い
ま
ま
で

の
二
八
○
円
が
四
三
〇
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
甲

表
（
主
に
国
公
立
病
院
で
採
用
し
て
い
る
料
金
表
）

で
は
、
い
ま
ま
で
の
三
二
〇
円
が
四
七
〇
円
と
な
り

ま
す
。

★
処
方
鹸
叢
料
、
検
査
料
い
手
術
料
な
ど

　
処
方
箋
は
一
〇
〇
円
が
五
〇
〇
円
に
、
検
査
料
や

　
　
　
円
”
m

　
　
　
千
　
　
4

　
　
　
0
0
1
3
＝

線
　
円
」
β
W

越
　
千
9
8

水
）
1
3

天
内
漣
債
源
m

倉
地
⑱
　
財
4

藤
島
　
　
般
硯

川
水
費
起
二
｝

東
天
業
　
　
L

道
（
事
内

町
　
総
（

▽

▽中立山地域農村集落センター
　　総事業費　11，373千円

（内羅補助震瀦甲
　　　一般財源　　4，073〃
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0

　
　
n
乙
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円
　
・
・
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6
3
娼

　
5
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館
乏
金
債
源

青
6
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助
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体
　
補

校
費
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学
業
国
起
一

小
事

川
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内

東
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手
術
料
は
約
四
〇
％
の
値
上
げ
、
臨
床
検
査
料
や
手

術
料
も
同
様
、
入
院
の
場
合
室
料
、
給
食
料
が
二
七

％
、
看
護
料
が
三
〇
％
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

★
歯
科
の
組
合

　
歯
科
の
場
合
、
処
置
料
が
二
〇
％
、
手
術
料
が
四

〇
％
、
総
入
れ
歯
の
場
合
は
約
四
四
％
の
値
上
げ
に

な
り
ま
す
。

　
　
医
療
費
が
ふ
え
る
と
　
　
｝

　
い
っ
た
い
、
こ
ん
な
に
医
療
費
が
ふ
え
る
と
、
将

⊥
米
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
保

で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
、
医
療
費
の
三
割
は

患
者
が
負
担
し
、
約
四
・
五
割
は
政
府
が
負
担
し
ま

す
。
残
り
二
・
五
割
は
、
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
る
と
こ
の
二
・
五
割
を

保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
場
合
は
保
険
税
を
値
上
げ
し
て
ま
か
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
医
療
費
が
ふ
え
る
と
、
保
険
税
の
値
上

げ
と
な
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
、

保
険
税
に
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
医
療
費
節
約
の
お
願
い
…
…

▽
早
期
発
見
、
早
期
治
療

　
病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
早
く
治
療
す
る
の

が
理
想
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
か
ら
だ
に
悪
い
と
こ

ろ
が
な
い
と
、
と
か
く
健
康
に
無
関
心
で
す
ご
し
が

ち
で
す
。
そ
れ
を
早
－
期
に
発
見
す
る
の
が
健
康
診
断

で
す
。

▽
お
医
者
さ
ん
に

じ
ょ
う
ず
に
か
か

る
、
薬
や
注
射
を

盲
信
し
な
い
な
ど

医
療
費
の
節
約
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
（
国
保
係
）

　
　
診
珍

総
吻
硲
穆
■
　
－

　
ノ
〃
劣
’

　
　
　
　
’
　
♂
／

吻

拶

尊
　
・

醤医療費はこう上がる一停生省試算＞

8千円
8，400千円

758〃
W＝4m

9
債
源
m

　
　
財
7

　
　
般
器

業
起
二
一

　
　
　
L

総
内

△町道松代松之山線舗装（黒倉地内
　　総事業費　　25，990千円

（内些般財劉ll禦）

　　　L篇1，000m　W＝5m

（
ほ
か
に
、
林
道
天
水
越
線
．
農
道
東
山
線
．
町
道
湯
本
藤
原
線
．
松
口
松

之
山
線
・
大
荒
戸
松
代
線
改
良
等
が
、
主
な
建
設
事
業
で
あ
り
ま
す

）

．
畿
欝
醸
鞭
鑛
響㎜
馨
鰺
轟
欝
馨
鞍
醗
鑛
鞭
辮
讐
譲
霧
懸
麟

病
　
　
　
　
　
例

診
　
　
　
　
料
　
　
　
　
費

国
保
　
一
部
負
担
金

現
行
額
円

改
正
額
円

値
上
げ
率
＠
θ

現
行
額
円

改
正
額
⑲

値
上
げ
額
⑲

か
ぜ
、
急
性
へ
ん
と
う
せ

ん
炎
併
発
（
四
日
間
通
院
）

二
、
七
五

三
、
二

十
六
・
四

八
二
五

九
六

一
三
五

高
血
圧
症
（
前
月
か
ら
継
続

五
日
間
通
院
一
日
は
休
日
）

七
、
一
八
O

八
、
二

十
三
・

二
、
一
五
四

二
、
四
一
…

二
七
九

急
性
大
腸
災
（
ニ
キ
・
以

内
の
往
診
）

二
、
四
七

六
、
〇
一

一
西
三
二
一

七
四
一

一
、
八
Ω
一

一
、
〇
六
一

虫
垂
炎
（
七
日
間
入
院
）

三
八
、
七
九
〇

五
一
、
四
二

三
二
・
六

二
、
六
三
七

一
五
、
四
二
六

三
、
七
八
九

胃
か
い
よ
う
（
前
月
か
ら
継

続
、
今
月
三
〇
日
間
入
院
）

一
〇
六
、
七
七

；
天
、
三

二
九
・
六

（
三
二
、
〇
一
三
）

三
〇
、
O
O
O

（
四
一
、
五
二
）

三
Q
Q
り
Q

（九
、
四
八
○
）

　
　
　
○

小
さ
い
虫
歯
を
充
て
ん

（
二
回
通
院
）

二
、
三
四

二
、
七
一

十
五
・
八

七
Ω

八
二
一

二
一

総
入
れ
歯
（
五
日
通
院
）

一
六
、

壬
二
、
〇
四

四
四
・

四
、
八

六
、
九
二

二
、
二
二

※国保では7月1日から高額療養費制度が発足し、一部

　負担金3万円を超える分は国保が負担します。

※往診料は難路加算したもので計算した。
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擁
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費
値
よ

ー
縮
μ
上
げ
繭
掴
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往
診
縛
氏
四
倍
K
ー

　
医
療
費
は
こ
の
十
月
一
日
か
ら
一
六
％
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
二
月
に
一
七
・
五
％
の
値
上
げ
が
あ

っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、
今
年
に
な
っ
て
二
度
目
の

値
上
げ
と
な
り
、
通
算
で
三
六
・
三
％
と
い
う
大
幅

な
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
値
上
げ
の
理
由
は
、
一
般
物
価
の
値
上
が

り
に
伴
う
医
療
機
関
の
経
営
危
機
打
開
の
た
め
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ
れ

に
し
て
も
こ
の
大
幅
な
値
上
げ
は
、
既
に
か
な
り
深

刻
な
状
態
に
あ
る
国
民
健
康
保
険
の
財
政
に
と
っ
て

き
わ
め
て
大
き
な
打
撃
で
あ
り
ま
す
。

　
値
上
げ
の
主
な
内
容
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

★
往
診
料

　
往
診
料
は
い
ま
ま
で
の
約
四
倍
の
値
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
ニ
キ
ロ
ま
で
の
三
七
〇
円
が
一
五
〇
〇
円

に
、
ニ
キ
・
増
す
ご
と
に
一
六
〇
円
が
七
〇
〇
円
に

な
り
ま
す
。

★
再
診
料

　
再
診
料
は
乙
表
（
主
に
開
業
医
、
県
立
病
院
、
診

療
所
な
ど
で
採
用
し
て
い
る
料
金
表
）
の
場
合
は
い

ま
ま
で
の
一
五
〇
円
（
今
年
二
月
ま
で
は
五
〇
円
）

が
三
〇
〇
円
と
倍
に
な
り
ま
す
。

　
内
科
の
場
合
は
こ
れ
に
加
算
が
つ
い
て
い
ま
ま
で

の
二
八
○
円
が
四
三
〇
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
甲

表
（
主
に
国
公
立
病
院
で
採
用
し
て
い
る
料
金
表
）

で
は
、
い
ま
ま
で
の
三
二
〇
円
が
四
七
〇
円
と
な
り

ま
す
。

★
処
方
鹸
叢
料
、
検
査
料
い
手
術
料
な
ど

　
処
方
箋
は
一
〇
〇
円
が
五
〇
〇
円
に
、
検
査
料
や
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▽

▽中立山地域農村集落センター
　　総事業費　11，373千円

（内羅補助震瀦甲
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手
術
料
は
約
四
〇
％
の
値
上
げ
、
臨
床
検
査
料
や
手

術
料
も
同
様
、
入
院
の
場
合
室
料
、
給
食
料
が
二
七

％
、
看
護
料
が
三
〇
％
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

★
歯
科
の
組
合

　
歯
科
の
場
合
、
処
置
料
が
二
〇
％
、
手
術
料
が
四

〇
％
、
総
入
れ
歯
の
場
合
は
約
四
四
％
の
値
上
げ
に

な
り
ま
す
。

　
　
医
療
費
が
ふ
え
る
と
　
　
｝

　
い
っ
た
い
、
こ
ん
な
に
医
療
費
が
ふ
え
る
と
、
将

⊥
米
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
保

で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
、
医
療
費
の
三
割
は

患
者
が
負
担
し
、
約
四
・
五
割
は
政
府
が
負
担
し
ま

す
。
残
り
二
・
五
割
は
、
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
る
と
こ
の
二
・
五
割
を

保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
場
合
は
保
険
税
を
値
上
げ
し
て
ま
か
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
医
療
費
が
ふ
え
る
と
、
保
険
税
の
値
上

げ
と
な
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
、

保
険
税
に
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
医
療
費
節
約
の
お
願
い
…
…

▽
早
期
発
見
、
早
期
治
療

　
病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
早
く
治
療
す
る
の

が
理
想
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
か
ら
だ
に
悪
い
と
こ

ろ
が
な
い
と
、
と
か
く
健
康
に
無
関
心
で
す
ご
し
が

ち
で
す
。
そ
れ
を
早
－
期
に
発
見
す
る
の
が
健
康
診
断

で
す
。

▽
お
医
者
さ
ん
に

じ
ょ
う
ず
に
か
か

る
、
薬
や
注
射
を

盲
信
し
な
い
な
ど

医
療
費
の
節
約
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
（
国
保
係
）

　
　
診
珍

総
吻
硲
穆
■
　
－

　
ノ
〃
劣
’

　
　
　
　
’
　
♂
／

吻

拶

尊
　
・

醤医療費はこう上がる一停生省試算＞

8千円
8，400千円

758〃
W＝4m

9
債
源
m

　
　
財
7

　
　
般
器

業
起
二
一

　
　
　
L

総
内

△町道松代松之山線舗装（黒倉地内
　　総事業費　　25，990千円

（内些般財劉ll禦）

　　　L篇1，000m　W＝5m

（
ほ
か
に
、
林
道
天
水
越
線
．
農
道
東
山
線
．
町
道
湯
本
藤
原
線
．
松
口
松

之
山
線
・
大
荒
戸
松
代
線
改
良
等
が
、
主
な
建
設
事
業
で
あ
り
ま
す

）

．
畿
欝
醸
鞭
鑛
響㎜
馨
鰺
轟
欝
馨
鞍
醗
鑛
鞭
辮
讐
譲
霧
懸
麟

病
　
　
　
　
　
例

診
　
　
　
　
料
　
　
　
　
費

国
保
　
一
部
負
担
金

現
行
額
円

改
正
額
円

値
上
げ
率
＠
θ

現
行
額
円

改
正
額
⑲

値
上
げ
額
⑲

か
ぜ
、
急
性
へ
ん
と
う
せ

ん
炎
併
発
（
四
日
間
通
院
）

二
、
七
五

三
、
二

十
六
・
四

八
二
五

九
六

一
三
五

高
血
圧
症
（
前
月
か
ら
継
続

五
日
間
通
院
一
日
は
休
日
）

七
、
一
八
O

八
、
二

十
三
・

二
、
一
五
四

二
、
四
一
…

二
七
九

急
性
大
腸
災
（
ニ
キ
・
以

内
の
往
診
）

二
、
四
七

六
、
〇
一

一
西
三
二
一

七
四
一

一
、
八
Ω
一

一
、
〇
六
一

虫
垂
炎
（
七
日
間
入
院
）

三
八
、
七
九
〇

五
一
、
四
二

三
二
・
六

二
、
六
三
七

一
五
、
四
二
六

三
、
七
八
九

胃
か
い
よ
う
（
前
月
か
ら
継

続
、
今
月
三
〇
日
間
入
院
）

一
〇
六
、
七
七

；
天
、
三

二
九
・
六

（
三
二
、
〇
一
三
）

三
〇
、
O
O
O

（
四
一
、
五
二
）

三
Q
Q
り
Q

（九
、
四
八
○
）

　
　
　
○

小
さ
い
虫
歯
を
充
て
ん

（
二
回
通
院
）

二
、
三
四

二
、
七
一

十
五
・
八

七
Ω

八
二
一

二
一

総
入
れ
歯
（
五
日
通
院
）

一
六
、

壬
二
、
〇
四

四
四
・

四
、
八

六
、
九
二

二
、
二
二

※国保では7月1日から高額療養費制度が発足し、一部

　負担金3万円を超える分は国保が負担します。

※往診料は難路加算したもので計算した。
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ロ
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
…
：

　
　
経
済
的
に
著
し
い
動
ぎ
が
あ
っ
た

　
場
合
、
年
金
の
価
値
が
失
わ
れ
る
こ

　
と
の
な
い
よ
う
に
、
改
定
す
る
も
の

　
で
“
老
後
の
生
活
を
支
え
る
年
金
”

　
へ
と
改
善
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
に

　
と
っ
て
は
、
鬼
に
金
棒
と
い
え
る
も

　
の
で
す
。

□
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
…
…

　
　
毎
年
、
総
理
府
で
作
成
す
る
、
年

　
度
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が

　
五
％
以
上
変
動
し
た
場
合
に
、
そ
の

　
率
に
応
じ
て
、
翌
年
の
一
月
か
ら
年

　
金
額
を
改
定
す
る
も
の
で
、
本
年
の

　
場
合
は
、
最
近
の
異
常
物
価
等
の
事

　
情
で
、
特
別
九
月
に
時
期
を
早
め
て

　
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ス
ラ
イ
ド
率
は
16
％
－
…
：

　
　
こ
れ
が
実
施
の
カ
ギ
と
な
る
、
指

　
数
は
一
六
・
一
％
と
発
表
さ
れ
、
こ

　
の
程
、
年
金
額
も
こ
の
率
に
合
せ
て

　
九
月
か
ら
一
六
・
一
％
引
き
上
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。

　
ス
ラ
イ
ド
後
の
年
金
額
は

　
　
こ
れ
が
実
施
に
伴
い
年
金
額
は
、

　
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
い
ず
れ

　
も
月
額
で
す
）

①
1
0
年
年
金

　
二
一
、
五
〇
〇
円
～
一
四
五
一
二
円

②
5
年
年
金
（
来
年
か
ら
支
給
が
始
ま

　
る
）

　
八
○
O
O
円
～
九
二
八
八
円

③
障
害
、
働
子
な
ど
の
年
金

　
　
こ
れ
ら
の
年
金
も
、
九
月
分
か
ら

　
一
六
・
一
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
福
祉
年
金
は
対
象
外

　
　
各
福
祉
年
金
は
、
こ
れ
と
は
別
に

　
毎
年
、
増
額
が
行
わ
れ
る
た
め
、
物

　
価
ス
ラ
イ
ド
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

…
受
給
者
の
手
に
…

　
増
額
さ
れ
た
年
金
額
が
支
給
さ
れ

る
の
は
、
老
令
（
十
年
）
年
金
が
、

九
、
十
、
十
一
月
分
が
支
払
わ
れ
る

の
は
十
一
月
に
、
そ
の
他
の
年
金
は

同
じ
く
十
二
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
各
福
祉
年
金
は
、
今
年
に
限

り
、
五
月
か
ら
九
月
分
の
五
ヵ
月
分

を
九
月
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

㎜
積
立
金
隻

　
　
一
回
に
引
き
上
げ
ず
、
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
た
め
、
三
倍
近
い
年
金

額
の
増
額
に
伴
い
、
明
年
一
月
分
か

ら
月
千
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
附
加
分
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

■
年
金
の
積
立
金
に
よ
る

　
　
融
資
施
設
の
紹
介

　
　
い
こ
い
の
家
「
松
寿
荘
」
の
そ
の

　
後
の
状
況

　
　
去
る
五
月
オ
！
プ
ン
し
た
、
松
寿

荘
の
利
用
状
況
は
、
九
月
末
ま
で
に

　
延
千
三
百
六
十
九
人
で
、
一
日
平
均

　九人

位
と
好
評
判
で
す
。

　
　
み
な
さ
ん
が
積
立
て
ら
れ
た
資
金

　
の
一
部
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

　
の
よ
う
な
施
設
の
ほ
か
に
資
金
が
、

福
祉
施
設
建
設
の
た
め
に
使
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
施
設
建
設
に
融
資
を
受
け

る
に
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
が
何
よ
り
の
き
め
手
で
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

倒雛雛画／

秋！Eヨ本の骨い空に

赤い羽根の声を

“たすけあい”の心を

みんなで　　　　　　　　＿＿＿

｝菊
　　人権擁護委員にご相談は

　町では、町長の推せんをうけて

法務大臣から委嘱された人権擁護

委員がおります。

　毎日の生活のなかで、困りごと

心配ごとがありましたら、いつで

も人権擁護委員がご相談に応じて

くれます。

　相談は無料で、また、相談の内

容は、厳に秘密を守ることになっ

ています。

人権擁護委員

　新山　山岸定佐久　電話168

熟　　　　　　　　　　　舞　　　　　　　　　愈

欝　　の愛

血液無料化のおしらせ

　　昭和49年4月1日以降において輸血を

　受け、その血液代金（自己負担金）を医

　療機関に支払った場合、日本赤十字社が

　その自己負担金分をお支払いし、実質的

　に血液代金を無料にして、献血された方

＼々の善意を広く及ぼそうとするものです。

㎜閣囎欄㎜翻胤齢贈“鱒欄柵脚。胴醐馳”勤1朋㎜III㎝”髄一II。一。胴”“5，鴨1鵬，1聞1，lm輔50川旧“””mOl“騰le匹“o蹴1“1，髄u9。”一1，1”1備1”1”一琳。1“コーホーまつのやま　49．10．151一㎜蘭㎜闘1

松
之
山
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
本

　
火
山
活
動
の
余
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
し

て
、
温
泉
が
わ
ぎ
出
て
お
る
松
之
山
は

富
士
火
山
脈
に
よ
る
地
熱
の
副
作
用
で

あ
る
。
松
之
山
の
旧
来
の
泉
源
は
、
す

べ
て
洪
積
層
中
の
砂
礫
中
の
活
層
に
求

め
て
い
た
。
泉
源
は
比
較
的
浅
か
っ
た

の
で
、
従
っ
て
湯
本
川
両
側
の
山
す
そ

は
、
ど
こ
を
堀
っ
て
も
温
泉
が
わ
き
出

た
。
こ
れ
は
地
下
の
岩
盤

の
そ
の
下
に
豊
富
な
泉
源

が
あ
り
、
こ
の
岩
盤
の
割

れ
目
か
ら
わ
ぎ
出
し
て
、

そ
の
岩
盤
の
上
の
砂
礫
中

一
面
に
温
泉
を
た
く
わ
え

て
お
る
の
で
簡
単
に
泉
源

が
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た

　
と
こ
ろ
が
湯
の
権
利
問

題
に
関
し
、
明
治
六
年
に

は
じ
め
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
、

（2）

　
　
　
　
音
次
郎

消
し
、
内
湯
設
置
を
認
め
る
併
用
方
針

を
と
る
こ
と
に
な
り
、
新
泉
源
を
探
る

ボ
ー
リ
ン
グ
の
計
画
を
立
て
、
県
の
地

質
技
師
の
調
査
に
よ
り
地
下
岩
盤
中
に

豊
富
な
泉
源
の
あ
る
こ
と
が
推
定
せ
ら

れ
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
待
望
の
温

泉
の
わ
き
出
た
の
を
見
て
、
町
民
一
斉

に
歓
声
を
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
直
ち

7
　

明
治
十
四
年
逐
に
東
京
上
等
裁
判

所
ま
で
出
訴
約
十
年
も
紛
争
が
延
々
と

続
い
た
が
、
結
局
何
れ
も
疲
れ
果
て
、

ケ
ン
カ
両
成
敗
の
形
と
な
り
和
解
成
立

時
勢
の
推
移
と
他
温
泉
と
の
関
係
を
考

え
合
わ
せ
、
従
来
の
外
湯
一
辺
倒
を
解

に
内
湯
配
湯
の
工
事
を
起
し
、
こ
こ
に

め
で
た
く
七
軒
の
内
湯
旅
館
の
誕
生
を

見
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
九
日
温
泉
に

大
火
災
あ
り
、
一
瞬
の
間
に
炎
々
と
燃

え
上
が
り
、
旅
館
、
商
店
等
温
泉
街
は

ほ
と
ん
ど
焼
失
し
、
一
物
も
残
さ
ず
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
損
害
当
時
約
一
億

三
千
万
円
、
し
か
し
、
焦
士
に
立
っ
た

人
々
の
愛
郷
の
情
熱
は
火
と
燃
え
、
町

民
は
完
全
に
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る

苦
難
を
克
服
し
て
進
ん
だ
。
大
き
な
構

想
と
、
遠
大
な
抱
負
の
上
に
復
興
計
画

を
樹
立
し
、
土
木
の
工
事
に
、
建
築
に

と
日
夜
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
郡

県
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
慰
問
と
激
励

に
は
感
謝
の
外
な
く
、
こ
れ
に
お
こ
た

え
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
強
い
報
恩
の
精

神
は
町
民
の
胸
に
今
も
生
き
て
い
る
。

翌
三
十
年
に
は
全
部
旧
に
倍
す
る
外
観

と
施
設
を
整
え
た
。

　
さ
ら
に
町
営
工
事
と
し
て
第
二
号
井

を
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
十
五
日
堀
さ

く
開
始
二
百
六
十
三
メ
ー
ト
ル
の
処
よ

り
坑
底
百
度
の
温
泉
が
湧
出
、
目
噴
温

　
　
　
　
　
　
度
八
十
九
度
、
毎
分
三

松之山温泉第2号井

百
六
十
リ
ッ
ト
ル
の
大

泉
源
で
あ
る
。

　
内
湯
に
は
各
旅
館
共

趣
向
を
こ
ら
し
、
設
備

も
整
え
浴
客
を
迎
え
て

い
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
湯
は
依
然
と
し

て
良
ぐ
利
用
さ
れ
て
お

り
、
観
光
施
設
と
し
て

の
価
値
は
ま
す
ま
す
高
め
ら
れ
て
い
る

　
松
之
山
は
外
温
（
共
同
浴
場
）
の
存

在
に
よ
っ
て
、
内
湯
だ
け
の
温
泉
地
で

は
味
わ
え
な
い
大
衆
的
で
、
親
密
な
ム

ー
ド
が
町
全
体
に
快
適
な
ま
と
ま
り
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

　
外
湯
も
ま
た
楽
し
、
松
之
山
の
情
緒

は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
そ
し
て
松

之
山
は
い
つ
き
て
も
、
ど
こ
か
で
普
請

し
て
お
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
旅
館
は

改
装
に
改
装
さ
れ
、
近
代
的
施
設
と
新

し
い
木
の
香
に
、
こ
ま
や
か
な
人
情
を

も
っ
て
浴
客
を
迎
え
て
い
る
。

■
申
請
者

　
　
原
則
と
し
て
輸
血
を
受
け
た

　
本
人
。
た
だ
し
、
輸
血
を
受
け

　
た
方
が
申
請
出
来
な
い
事
情
が

　
あ
る
場
合
は
、
代
理
人
の
方
。

〈
申
請
方
法
〉

　
　
申
請
書
の
用
紙
は
、
医
療
機

　
関
、
血
液
セ
ン
タ
i
、
役
場
衛

生
係
の
窓
口
で
お
受
取
り
く
だ

　
さ
い
。

　
　
申
請
書
は
、
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
輸
血
を
受
け
た
医
療
機

　
関
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
　
申
請
者
は
、
輸
血
を
受
け
た

　
方
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
役
場
衛

生
係
に
、
申
請
書
は
、
な
る
べ

　
く
早
く
お
出
し
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額

　
　
血
液
代
金
の
う
ち
社
会
保
険
各
法

　
な
ど
の
法
令
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る

額
を
控
除
し
た
自
己
負
担
額
。
た
だ

　
し
、
高
額
療
養
費
制
度
を
実
施
し
て

　
い
る
社
会
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ

　
る
方
は
、
一
ヵ
月
、
一
医
療
機
関
当

　
り
三
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
　
申
請
の
手
続
き
、
そ
の
他
ご
不
明

　
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
衛

　
生
係
ま
た
は
近
く
の
血
液
セ
ン
タ
；

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

光2回

＊作　品／日本画

＊作品搬入／10月

主催／松之山町、松之山町公民館

11月3日（1日間）第2回町美術展が開

。あなたの力作をふるってご応募くださ

出品に関するお問い合わせは、松之山町
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ロ
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
…
：

　
　
経
済
的
に
著
し
い
動
ぎ
が
あ
っ
た

　
場
合
、
年
金
の
価
値
が
失
わ
れ
る
こ

　
と
の
な
い
よ
う
に
、
改
定
す
る
も
の

　
で
“
老
後
の
生
活
を
支
え
る
年
金
”

　
へ
と
改
善
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
に

　
と
っ
て
は
、
鬼
に
金
棒
と
い
え
る
も

　
の
で
す
。

□
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
…
…

　
　
毎
年
、
総
理
府
で
作
成
す
る
、
年

　
度
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が

　
五
％
以
上
変
動
し
た
場
合
に
、
そ
の

　
率
に
応
じ
て
、
翌
年
の
一
月
か
ら
年

　
金
額
を
改
定
す
る
も
の
で
、
本
年
の

　
場
合
は
、
最
近
の
異
常
物
価
等
の
事

　
情
で
、
特
別
九
月
に
時
期
を
早
め
て

　
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ス
ラ
イ
ド
率
は
16
％
－
…
：

　
　
こ
れ
が
実
施
の
カ
ギ
と
な
る
、
指

　
数
は
一
六
・
一
％
と
発
表
さ
れ
、
こ

　
の
程
、
年
金
額
も
こ
の
率
に
合
せ
て

　
九
月
か
ら
一
六
・
一
％
引
き
上
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。

　
ス
ラ
イ
ド
後
の
年
金
額
は

　
　
こ
れ
が
実
施
に
伴
い
年
金
額
は
、

　
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
い
ず
れ

　
も
月
額
で
す
）

①
1
0
年
年
金

　
二
一
、
五
〇
〇
円
～
一
四
五
一
二
円

②
5
年
年
金
（
来
年
か
ら
支
給
が
始
ま

　
る
）

　
八
○
O
O
円
～
九
二
八
八
円

③
障
害
、
働
子
な
ど
の
年
金

　
　
こ
れ
ら
の
年
金
も
、
九
月
分
か
ら

　
一
六
・
一
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
福
祉
年
金
は
対
象
外

　
　
各
福
祉
年
金
は
、
こ
れ
と
は
別
に

　
毎
年
、
増
額
が
行
わ
れ
る
た
め
、
物

　
価
ス
ラ
イ
ド
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

…
受
給
者
の
手
に
…

　
増
額
さ
れ
た
年
金
額
が
支
給
さ
れ

る
の
は
、
老
令
（
十
年
）
年
金
が
、

九
、
十
、
十
一
月
分
が
支
払
わ
れ
る

の
は
十
一
月
に
、
そ
の
他
の
年
金
は

同
じ
く
十
二
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
各
福
祉
年
金
は
、
今
年
に
限

り
、
五
月
か
ら
九
月
分
の
五
ヵ
月
分

を
九
月
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

㎜
積
立
金
隻

　
　
一
回
に
引
き
上
げ
ず
、
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
た
め
、
三
倍
近
い
年
金

額
の
増
額
に
伴
い
、
明
年
一
月
分
か

ら
月
千
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
附
加
分
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

■
年
金
の
積
立
金
に
よ
る

　
　
融
資
施
設
の
紹
介

　
　
い
こ
い
の
家
「
松
寿
荘
」
の
そ
の

　
後
の
状
況

　
　
去
る
五
月
オ
！
プ
ン
し
た
、
松
寿

荘
の
利
用
状
況
は
、
九
月
末
ま
で
に

　
延
千
三
百
六
十
九
人
で
、
一
日
平
均

　九人

位
と
好
評
判
で
す
。

　
　
み
な
さ
ん
が
積
立
て
ら
れ
た
資
金

　
の
一
部
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

　
の
よ
う
な
施
設
の
ほ
か
に
資
金
が
、

福
祉
施
設
建
設
の
た
め
に
使
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
施
設
建
設
に
融
資
を
受
け

る
に
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
が
何
よ
り
の
き
め
手
で
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

倒雛雛画／

秋！Eヨ本の骨い空に

赤い羽根の声を

“たすけあい”の心を

みんなで　　　　　　　　＿＿＿

｝菊
　　人権擁護委員にご相談は

　町では、町長の推せんをうけて

法務大臣から委嘱された人権擁護

委員がおります。

　毎日の生活のなかで、困りごと

心配ごとがありましたら、いつで

も人権擁護委員がご相談に応じて

くれます。

　相談は無料で、また、相談の内

容は、厳に秘密を守ることになっ

ています。

人権擁護委員

　新山　山岸定佐久　電話168

熟　　　　　　　　　　　舞　　　　　　　　　愈

欝　　の愛

血液無料化のおしらせ

　　昭和49年4月1日以降において輸血を

　受け、その血液代金（自己負担金）を医

　療機関に支払った場合、日本赤十字社が

　その自己負担金分をお支払いし、実質的

　に血液代金を無料にして、献血された方

＼々の善意を広く及ぼそうとするものです。
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松
之
山
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
本

　
火
山
活
動
の
余
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
し

て
、
温
泉
が
わ
ぎ
出
て
お
る
松
之
山
は

富
士
火
山
脈
に
よ
る
地
熱
の
副
作
用
で

あ
る
。
松
之
山
の
旧
来
の
泉
源
は
、
す

べ
て
洪
積
層
中
の
砂
礫
中
の
活
層
に
求

め
て
い
た
。
泉
源
は
比
較
的
浅
か
っ
た

の
で
、
従
っ
て
湯
本
川
両
側
の
山
す
そ

は
、
ど
こ
を
堀
っ
て
も
温
泉
が
わ
き
出

た
。
こ
れ
は
地
下
の
岩
盤

の
そ
の
下
に
豊
富
な
泉
源

が
あ
り
、
こ
の
岩
盤
の
割

れ
目
か
ら
わ
ぎ
出
し
て
、

そ
の
岩
盤
の
上
の
砂
礫
中

一
面
に
温
泉
を
た
く
わ
え

て
お
る
の
で
簡
単
に
泉
源

が
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た

　
と
こ
ろ
が
湯
の
権
利
問

題
に
関
し
、
明
治
六
年
に

は
じ
め
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
、

（2）

　
　
　
　
音
次
郎

消
し
、
内
湯
設
置
を
認
め
る
併
用
方
針

を
と
る
こ
と
に
な
り
、
新
泉
源
を
探
る

ボ
ー
リ
ン
グ
の
計
画
を
立
て
、
県
の
地

質
技
師
の
調
査
に
よ
り
地
下
岩
盤
中
に

豊
富
な
泉
源
の
あ
る
こ
と
が
推
定
せ
ら

れ
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
待
望
の
温

泉
の
わ
き
出
た
の
を
見
て
、
町
民
一
斉

に
歓
声
を
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
直
ち

7
　

明
治
十
四
年
逐
に
東
京
上
等
裁
判

所
ま
で
出
訴
約
十
年
も
紛
争
が
延
々
と

続
い
た
が
、
結
局
何
れ
も
疲
れ
果
て
、

ケ
ン
カ
両
成
敗
の
形
と
な
り
和
解
成
立

時
勢
の
推
移
と
他
温
泉
と
の
関
係
を
考

え
合
わ
せ
、
従
来
の
外
湯
一
辺
倒
を
解

に
内
湯
配
湯
の
工
事
を
起
し
、
こ
こ
に

め
で
た
く
七
軒
の
内
湯
旅
館
の
誕
生
を

見
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
九
日
温
泉
に

大
火
災
あ
り
、
一
瞬
の
間
に
炎
々
と
燃

え
上
が
り
、
旅
館
、
商
店
等
温
泉
街
は

ほ
と
ん
ど
焼
失
し
、
一
物
も
残
さ
ず
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
損
害
当
時
約
一
億

三
千
万
円
、
し
か
し
、
焦
士
に
立
っ
た

人
々
の
愛
郷
の
情
熱
は
火
と
燃
え
、
町

民
は
完
全
に
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る

苦
難
を
克
服
し
て
進
ん
だ
。
大
き
な
構

想
と
、
遠
大
な
抱
負
の
上
に
復
興
計
画

を
樹
立
し
、
土
木
の
工
事
に
、
建
築
に

と
日
夜
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
郡

県
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
慰
問
と
激
励

に
は
感
謝
の
外
な
く
、
こ
れ
に
お
こ
た

え
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
強
い
報
恩
の
精

神
は
町
民
の
胸
に
今
も
生
き
て
い
る
。

翌
三
十
年
に
は
全
部
旧
に
倍
す
る
外
観

と
施
設
を
整
え
た
。

　
さ
ら
に
町
営
工
事
と
し
て
第
二
号
井

を
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
十
五
日
堀
さ

く
開
始
二
百
六
十
三
メ
ー
ト
ル
の
処
よ

り
坑
底
百
度
の
温
泉
が
湧
出
、
目
噴
温

　
　
　
　
　
　
度
八
十
九
度
、
毎
分
三

松之山温泉第2号井

百
六
十
リ
ッ
ト
ル
の
大

泉
源
で
あ
る
。

　
内
湯
に
は
各
旅
館
共

趣
向
を
こ
ら
し
、
設
備

も
整
え
浴
客
を
迎
え
て

い
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
湯
は
依
然
と
し

て
良
ぐ
利
用
さ
れ
て
お

り
、
観
光
施
設
と
し
て

の
価
値
は
ま
す
ま
す
高
め
ら
れ
て
い
る

　
松
之
山
は
外
温
（
共
同
浴
場
）
の
存

在
に
よ
っ
て
、
内
湯
だ
け
の
温
泉
地
で

は
味
わ
え
な
い
大
衆
的
で
、
親
密
な
ム

ー
ド
が
町
全
体
に
快
適
な
ま
と
ま
り
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

　
外
湯
も
ま
た
楽
し
、
松
之
山
の
情
緒

は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
そ
し
て
松

之
山
は
い
つ
き
て
も
、
ど
こ
か
で
普
請

し
て
お
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
旅
館
は

改
装
に
改
装
さ
れ
、
近
代
的
施
設
と
新

し
い
木
の
香
に
、
こ
ま
や
か
な
人
情
を

も
っ
て
浴
客
を
迎
え
て
い
る
。

■
申
請
者

　
　
原
則
と
し
て
輸
血
を
受
け
た

　
本
人
。
た
だ
し
、
輸
血
を
受
け

　
た
方
が
申
請
出
来
な
い
事
情
が

　
あ
る
場
合
は
、
代
理
人
の
方
。

〈
申
請
方
法
〉

　
　
申
請
書
の
用
紙
は
、
医
療
機

　
関
、
血
液
セ
ン
タ
i
、
役
場
衛

生
係
の
窓
口
で
お
受
取
り
く
だ

　
さ
い
。

　
　
申
請
書
は
、
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
輸
血
を
受
け
た
医
療
機

　
関
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
　
申
請
者
は
、
輸
血
を
受
け
た

　
方
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
役
場
衛

生
係
に
、
申
請
書
は
、
な
る
べ

　
く
早
く
お
出
し
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額

　
　
血
液
代
金
の
う
ち
社
会
保
険
各
法

　
な
ど
の
法
令
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る

額
を
控
除
し
た
自
己
負
担
額
。
た
だ

　
し
、
高
額
療
養
費
制
度
を
実
施
し
て

　
い
る
社
会
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ

　
る
方
は
、
一
ヵ
月
、
一
医
療
機
関
当

　
り
三
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
　
申
請
の
手
続
き
、
そ
の
他
ご
不
明

　
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
衛

　
生
係
ま
た
は
近
く
の
血
液
セ
ン
タ
；

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

光2回

＊作　品／日本画

＊作品搬入／10月

主催／松之山町、松之山町公民館

11月3日（1日間）第2回町美術展が開

。あなたの力作をふるってご応募くださ

出品に関するお問い合わせは、松之山町
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村山ゆり子さん伽

モ
ッ
ト
ー
は

農
家
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

　
早
い
も
の
で
、
私
が
役
場
へ
勤
め
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う
五
年
目
に

な
り
ま
す
。
誰
し
も
そ
う
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
最
初
は
や
や
緊
張
ぎ
み

で
、
自
分
で
言
う
の
も
変
で
す
が
、
ま

だ
素
直
な
可
愛
さ
が
残
っ
て
い
た
よ
う

鯉
　建設業退職金制度
　　をご存じですか

　地元で、また出稼先で、建

設業に働くみなさんは、設計

額に見積られている制度です

　働いたら必ず、証紙をはっ

てもらいましょう。

　建設業に働かなくなった時

などは、退職金がもらいます

に
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
今
で
は
、
初

身
の
心
は
ど
こ
か

へ
消
え
去
り
、
厚

か
ま
し
さ
だ
け
が

残
っ
て
し
ま
ヶ
た

　
　
　
　
　
　
O

単
で
す
が
、

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

接
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
大
ぎ
な
成
果
を
も
た
ら
す

要
因
で
あ
る
こ
と
を
先
輩
の
皆
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
日
机
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
私
が

“
農
家
の
た
め
に
…
…
”
な
ど
と
な
ま

い
き
な
こ
と
を
申
し
あ
げ
る
と
怒
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
私
な
り

に
、
こ
の
精
神
を
忘
れ
な
い
よ
う
努
力

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
よ
う
な
気
が
し
て
な
り

　
ま
せ
ん
。

　
私
は
ず
っ
と
産
業
課

　
共
済
係
に
お
り
ま
す
が

　
モ
ヅ
ト
ー
は
“
農
家
の

　
た
め
に
な
る
仕
事
を
す

　
る
”
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
先
輩
達
の
日
常

　
の
生
活
か
ら
教
え
ら
れ

　
た
こ
と
で
あ
り
、
私
達

　
共
済
職
員
の
伝
達
事
項

　
で
も
あ
り
ま
す
。

　
農
家
の
た
め
に
な
る

　
と
口
で
言
う
こ
と
は
簡

こ
れ
は
容
易
に
で
き
る
こ

　
　
　
た
え
ず
農
家
と

口10月は、国保強調月間

ですロ　ー国保の異動

届は必ず14日以内に一

　出稼ぎ期になりました。

出稼ぎ先で、社会保険に

加入される方は、加入し

てから14日以内に国保の

資格喪失の届をしてくだ

さい。

蠣鱗欄聴
　　　　　　　　　　　犠　　　　　　　　　　鱒　　　　　　燃隙’瀾灘

（りD」』『●　
山
の
よ
う
に
泡
立
っ
て
な
い

と
洗
た
く
を
し
た
気
が
し
な
い

と
い
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
が

ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。
合
成
洗
剤
や
石
け
ん
の

主
成
分
で
汚
れ
落
し
の
主
役
で

あ
る
界
面
活
性
剤
は
、
水
に
な

じ
み
や
す
い
部
分
と
油
に
な
じ
み
や
す

い
部
分
を
も
っ
て
い
ま
す
。
汚
れ
た
布

を
洗
剤
の
液
に
入
れ
る
と
界
面
活
性
剤

が
布
と
汚
れ
の
境
に
浸
み
透
っ
て
ゆ
ぎ

ま
す
。
次
に
界
面
活
性
剤
が
汚
れ
を
包

み
、
そ
し
て
布
か
ら
汚
れ
を
離
し
た
の

ち
水
の
中
に
散
ら
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
汚
れ
が
落
ち
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
汚
れ
を
包
む
と
い
う
界
面
活
性
剤

の
性
質
が
た
ま
た
ま
水
面
つ
ま
り
水
と

空
気
の
境
の
所
で
泡
と
な
っ
て
現
わ
れ

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
シ
リ
コ
ン
な
ど
を

混
ぜ
て
泡
を
全
部
消
し
て
も
汚
れ
を
取

る
力
は
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
泡
立
て
る
の
は
、
濯

ぎ
の
時
間
と
水
、
洗
剤
を
無
駄
に
捨
て

る
こ
ど
に
な
る
の
で
不
経
済
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
合
成
洗
剤
は
水
の
重
量
の
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％
～
脇
％
使
う
の
が
最
も
効
果
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
沢
山
使
っ
て

も
そ
れ
に
伴
っ
て
洗
浄
力
が
よ
く
な
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
標
準
量
よ
り
少
な
め
に
使
っ
た
場

合
は
洗
浄
力
が
低
下
し
ま
す
の
で
い
つ

も
洗
剤
を
計
っ
て
使
う
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
洗
濯
物
の
重
量
と

洗
濯
液
の
割
合
が
適
当
な
と
き
に
汚
れ

が
よ
く
落
ち
ま
す
の
で
、
お
宅
の
洗
濯

機
に
見
合
っ
た
量
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
洗
濯
物
一
キ
・
に
対
し
洗
濯
液
の
量

は
う
ず
ま
ぎ
型
の
場
合
は
3
0
4
、
か
く

は
ん
型
は
2
0
2
、
タ
ラ
イ
洗
い
の
場
合

は
1
0
4
の
割
合
が
適
当
で
す
。

　
　
（
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

藍
．
、
藍
．
．
畦
験
，
薩
四
，
罐
“
鴇
匿
“
，
嵯
駆
，
薩
罷
．
罐
．
、
畦
．
，
畷
壌
．
罐
，
錘
．
，
崖
”
，
僕
r
，
薩
．
，
虐
”
．
藍
既
．
薙
、
錘
“
，
鍵
、
畦
郡
，
蛭
駆
認
薩
“
，
確
“
護
“
産
“
．
ば
”
，
鍾
．
躍
”
，
藍
－
畦
暖
，
嵯
」
酸
鄙
樫
騒
痩
畷
畷
購

　
年
を
と
る
と
、
人
間
は
だ
れ

で
も
か
ら
だ
の
調
子
が
変
っ
て

き
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
変
化

は
し
の
び
よ
る
よ
う
に
、
気
づ

●
￥●●
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口健康メモロ

ー老人とからだの変化一

か
な
い
う
ち
に
起
て
る
も
の
で
す
。

□
ト
シ
の
せ
い
ば
か
り
で
な
い
白
毛

　
年
を
と
る
と
白
毛
が
ふ
え
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
こ
そ
、
そ
の
人
の
生
理
的

な
年
令
を
知
ら
せ
る
、
第
一
の
現
わ
れ

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
て
白
毛
に

な
る
の
か
、
い
ま
も
っ
て
十
分
に
は
判

っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
わ
か
白

毛
、
こ
れ
は
遺
伝
に
関
係
が
あ
る
よ
う

θ
で
す
が
、
こ
の
わ
か
白
毛
は
、
精
神
的

に
ひ
ど
く
苦
労
し
た
場
合
で
も
起
こ
り

一
夜
に
し
て
白
毛
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
毛
髪
の
色
素
は
、
毛
の
根
も
と

に
あ
る
毛
乳
頭
の
と
こ
ろ
で
供
給
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
色
素
を
つ
く
る

細
胞
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
白
毛
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
、
一
夜

に
し
て
こ
の
色
素
が
欠
乏
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
あ
る
学
者
は
、

毛
幹
の
中
に
空
気
の
ア
ワ
が
、
沢
山
は

い
る
た
め
に
起
こ
る
の
だ
ろ
う
と
い
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
（
小
川
保
健
婦
）

兇器使用犯罪未然防止
運動にご協力を

□
不
必
要
な
刃
物
は
持

　
た
な
い
、
持
せ
な
い

口
登
録
し
て
あ
る
銃
砲

　
刀
剣
類
の
保
管
を
厳

　
重
に
。

ロ
火
薬
類
の
盗
難
等
不

　
正
流
出
の
防
止
。

　
　
（
安
塚
警
察
署
）

麟灘
轟
か
獣縣繋難

報塗

東京、名古屋から正月帰りに、出かせぎ者の

みなさんが、バス25台に633人が無事郷里に

正月帰省されました。

　　　　　　　一帰省者と出迎えの家族たち
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